
昨
年
春
の
こ

と
で
す
。
２
年

務
め
た
常
勤
の

歯
科
衛
生
士
が

退
職
を
申
し
出

て
き
ま
し
た
。

理
由
は
、
美
容
に
特
化
し
た
歯

科
診
療
室
へ
の
転
職
希
望
で
し

た
。
私
に
も
思
う
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
し
た
が
、
円
満
に
退
職
と

な
り
ま
し
た
。
代
わ
り
に
彼
女

が
友
人
を
紹
介
し
て
く
れ
、
面

接
を
し
て
み
る
と
、
人
当
た
り

の
良
い
方
で
し
た
▼
お
二
人
目

の
お
子
さ
ん
を
出
産
さ
れ
て
日

が
浅
く
、
３
歳
と
０
歳
を
育
児

中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
常
勤

は
難
し
い
と
判
断
し
、
そ
の
旨

を
伝
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ご

本
人
は
、
ご
主
人
が
在
宅
勤
務

中
心
な
の
で
大
丈
夫
だ
と
、
強

く
常
勤
を
望
ま
れ
ま
し
た
▼
勤

務
が
始
ま
っ
た
春
か
ら
夏
に
か

け
て
は
問
題
な
く
経
過
し
ま
し

た
が
、
秋
の
声
が
聞
こ
え
始

め
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
が
始
ま
る
と
、
保
育
園

か
ら
の
呼
び
出
し
で
急
遽
、
帰

宅
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
り

診
療
室
の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
翌
日
の
欠
勤
希
望
を
申
し
出

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
結
果
、
年
内
に

退
職
に
な
り
ま
し
た
▼
誰
が
悪

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
現
場
で
は
皆
が
昨
年
の

流
行
語
大
賞
の
よ
う
に
は
い
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。（
Ｋ
）

News　View

歯科技術で17項目を評価
協会の要請項目も対象

２

「資格確認書の一斉交付」
協会の陳情 杉並区議会が採択

保険ルールと新規個別指導への注意喚起

３

経営・税務相談Ｑ＆Ａ
確定申告の基本 ～措置法26条～

歯科用貴金属の随時改定情報

４

２０２５年分確定申告のポイント
（税制経営研究所）

７

◆
個
別
改
定
項
目
の
検
討

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
中
医
協
）
は
１
月
23
日
に
総

会
を
開
き
、
２
０
２
６
年
度
診

療
報
酬
改
定
に
向
け
て
提
案
さ

れ
た
「
個
別
改
定
項
目
に
つ
い

て
（
そ
の
１
）」（
い
わ
ゆ
る

〝
短
冊
〞）
に
検
討
を
加
え
た
。

そ
の
中
で
歯
科
医
療
分
野
を

見
る
と
、
①
物
件
費
の
高
騰
を

踏
ま
え
た
対
応
、
②
賃
上
げ
に

向
け
た
評
価
の
見
直
し
、
③
歯

科
疾
患
管
理
料
、
小
児
口
腔
機

能
管
理
料
お
よ
び
口
腔
機
能
管

理
料
の
要
件
な
ら
び
に
評
価
の

見
直
し
、
④
継
続
的
・
効
果
的

な
歯
周
病
治
療
の
推
進
、
⑤
歯

科
治
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
推

進
―
を
は
じ
め
と
す
る
、
歯
科

医
療
の
実
態
を
踏
ま
え
た
多
岐

に
わ
た
る
見
直
し
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

◆
物
件
費
の
高
騰
関
連

①
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
物
価

高
騰
に
よ
る
医
療
機
関
に
お
け

る
物
件
費
の
負
担
増
加
へ
の
対

応
も
示
さ
れ
た
。

歯
科
診
療
報
酬
に
つ
い
て
は

初
・
再
診
料
（
地
域
歯
科
診
療

支
援
病
院
歯
科
初
・
再
診
料
を

含
む
）
の
引
き
上
げ
が
示
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
26
年
度
お
よ
び
27

年
度
の
物
価
上
昇
に
段
階
的
に

対
応
す
る
た
め
、
基
本
診
療
料

な
ど
の
算
定
に
併
せ
て
算
定
可

能
な
加
算
と
し
て
、「
歯
科
外

来
物
価
対
応
料
（
１
日
に
つ

き
）」
を
新
設
す
る
と
し
て
い

る
。

◆
歯
科
技
工
士
の
賃
金
改
善

次
に
②
で
は
、
賃
上
げ
に
向

け
た
評
価
の
見
直
し
と
し
て
、

歯
科
技
工
所
の
歯
科
技
工
士
の

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

歯
科
医
療
の
個
別
改
定
項
目
を
提
示

         

人
材
確
保
口
腔
機
能
管
理
デ
ジ
タ
ル
化
物
価
対
応
な
ど
配
慮

中医協総会中医協総会

確
実
な
賃
上
げ
を
図
る
観
点
か

ら
、
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
支
援
料
（
１
装
置
に
つ
き
）

を
新
設
す
る
。

◆
各
種
の
口
腔
機
能
管
理
関
連

ま
た
③
で
は
、
歯
科
疾
患
管

理
料
、
小
児
口
腔
機
能
管
理

料
、
口
腔
機
能
管
理
料
に
つ
い

て
、
算
定
要
件
と
評
価
の
見
直

し
が
行
わ
れ
る
。
小
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
口
腔
機
能
管
理
に

つ
い
て
、
対
象
患
者
の
範
囲
を

拡
大
し
、
実
態
に
即
し
た
評
価

に
見
直
す
方
針
が
示
さ
れ
た
。

◆
歯
周
病
治
療
関
連

さ
ら
に
④
で
は
、
評
価
体
系

の
再
編
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
歯

周
病
安
定
期
治
療
お
よ
び
歯
周

病
重
症
化
予
防
治
療
に
つ
い

て
、
歯
科
診
療
の
実
態
を
踏
ま

え
、
歯
周
病
継
続
支
援
治
療
と

し
て
整
理
・
統
合
し
、
評
価
を

見
直
す
。

併
せ
て
、
歯
周
病
ハ
イ
リ
ス

ク
患
者
加
算
に
つ
い
て
は
名
称

を
「
重
症
化
予
防
連
携
強
化
加

算
」
に
変
更
す
る
。
主
治
医
に

対
す
る
歯
科
診
療
情
報
の
提
供

を
要
件
に
追
加
し
、
糖
尿
病
患

者
な
ど
へ
の
対
応
を
通
じ
て
医

科
歯
科
連
携
を
一
層
推
進
す
る

方
針
が
示
さ
れ
た
。

◆
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

そ
の
ほ
か
⑤
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
お
よ
び
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
の
評
価
や
要

件
の
見
直
し
、
光
学
印
象
の
対

象
拡
大
が
示
さ
れ
た
。

◆
有
床
義
歯
管
理
に

　

一
石
を
投
じ
る
か

有
床
義
歯
管
理
で
は
、「
新

製
有
床
義
歯
管
理
料
の
算
定
単

位
を
、
１
口
腔
単
位
か
ら
１
装

置
単
位
に
見
直
し
、
評
価
を
見

直
す
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
歯
科
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
料
１
と
新
製
有
床
義
歯

管
理
料
に
お
け
る
義
歯
指
導
の

違
い
を
明
確
化
す
る
と
と
も

に
、「
歯
科
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
料
１
と
の
併
算
定
を

可
能
と
す
る
運
用
を
見
直

す
」
と
の
内
容
が
打
ち
出
さ
れ

た
。

◆
歯
科
衛
生
士
関
連

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
機

能
に
関
す
る
実
地
指
導
を
行
っ

た
場
合
の
評
価
と
し
、
歯
科
衛

生
実
地
指
導
料
の
加
算
で
あ
っ

た
口
腔
機
能
指
導
加
算
を
「
口

腔
機
能
実
地
指
導
料
」
と
し
て

独
立
さ
せ
る
。

こ
れ
は
、
研
修
を
受
け
た
歯

科
衛
生
士
が
、
主
治
の
歯
科
医

師
の
指
示
の
下
で
口
腔
機
能
の

発
達
不
全
や
口
腔
機
能
が
低
下

し
た
患
者
に
指
導
を
行
い
、
そ

歯
科
の
実
態
に
配
慮
し
た

　
　
　

多
岐
に
わ
た
る
見
直
し
内
容
に

と
、
自
由
民
主
党
は
、
物
価
高

や
賃
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
の

「
大
幅
な
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
」
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。

併
せ
て
、
国
民
皆
歯
科
健
診
や

電
子
カ
ル
テ
の
普
及
も
公
約
に

掲
げ
て
い
る
。
日
本
維
新
の
会

は
、
社
会
保
険
料
抑
制
の
た
め

の
国
民
医
療
費
削
減
を
筆
頭

に
、
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担

引
き
上
げ
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
適
用
見
直
し
を
公
約
に
盛

り
込
ん
だ
。

他
方
、野
党
に
目
を
向
け
る

と
、立
憲
民
主
党
と
公
明
党
が

合
流
し
た
新
党
の
中
道
改
革
連

合
は
、
医
療
ア
ク
セ
ス
を
保
証

す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
や
予
防
医
療
の
充
実
を

挙
げ
た
。
国
民
民
主
党
は
、
こ

れ
ま
で
の
政
策
を
踏
ま
え
、
能

力
に
応
じ
た
負
担
と
保
険
の
給

付
範
囲
の
見
直
し
を
挙
げ
て
い

る
。
日
本
共
産
党
は
、
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
と
患
者
負
担
軽

減
を
訴
え
、健
康
保
険
証
の
存

続
を
主
張
。れ
い
わ
新
選
組
は
、

健
康
保
険
証
の
存
続
を
打
ち
出

し
て
い
る
。参
政
党
は
、診
療
報

酬
の
抜
本
的
引
き
上
げ
と
フ
リ

ー
ア
ク
セ
ス
の
見
直
し
を
掲
げ

て
い
る
。新
勢
力
の
チ
ー
ム
み

ら
い
は
、高
額
療
養
費
制
度
の

負
担
上
限
額
引
き
上
げ
に
反
対

し
、安
心
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
維
持
を
強
調
し
て
い
る
。

◆
協
会
に
よ
る
「
政
党
ア
ン
ケ

　

ー
ト
」
も
参
考
に

協
会
で
は
、
歯
科
医
療
政
策

に
特
化
し
た
「
政
党
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
あ
る
。
各
会
派
の
公
約
に

加
え
て
、
現
場
の
切
実
な
声
に

対
す
る
各
党
の
回
答
も
、
ぜ
ひ

ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の

上
で
、
医
療
の
未
来
を
託
せ
る

候
補
者
・
政
党
を
見
極
め
、
自

身
の
意
思
を
一
票
に
託
し
て
ほ

し
い
。

各会派の医療政策を各会派の医療政策を
注視しよう注視しよう

の
指
導
内
容
に
関
す
る
情
報
を

文
書
で
提
供
し
た
場
合
に
月
１

回
算
定
で
き
る
評
価
で
、
歯
科

衛
生
士
の
専
門
性
を
生
か
し
た

口
腔
機
能
管
理
を
後
押
し
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

歯
科
医
師
と
歯
科
技
工
士
の

連
携
に
つ
い
て
は
、「
歯
科
技

工
士
連
携
加
算
の
評
価
の
範
囲

や
施
設
基
準
を
見
直
す
」
と
し

て
、
連
携
体
制
の
強
化
が
図
ら

れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
画
像
診
断
や
病

理
診
断
な
ど
に
つ
い
て
解
釈
を

明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
暫
間

歯
冠
補
綴
装
置
、
デ
ィ
ス
キ
ン

グ
、
補
綴
前
処
置
な
ど
、
新
た

な
評
価
項
目
が
整
理
さ
れ
て
い

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
開

票
が
、
２
月
８
日
㈰
に
実
施
さ

れ
る
。
選
挙
は
、
国
民
が
政
治

に
対
し
意
思
表
示
で
き
る
極
め

て
重
要
な
機
会
で
あ
る
。
特
に

医
療
従
事
者
に
と
っ
て
は
、
各

会
派
や
候
補
者
が
掲
げ
る
医
療

政
策
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
投

票
先
を
決
め
る
上
で
の
重
要
な

指
針
と
な
ろ
う
。

今
回
は
、各
会
派
の
公
約
や

重
点
政
策
を
ひ
も
解
き
、医
療

政
策
の
論
点
を
深
掘
り
し
た

い
。貴
重
な
一
票
を
投
じ
る
際

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
異
な
る
医
療
へ
の
ス
タ
ン
ス

各
会
派
の
主
な
政
策
は
本
紙

２
面
に
掲
載
し
て
い
る
（
表
作

成
時
点
に
お
け
る
公
約
未
発
表

の
会
派
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
策

を
基
に
構
成
）。

ま
ず
、
連
立
与
党
を
見
る

衆
院
選

衆
院
選
２２
月月
８８
日日（
日
）

（
日
）

る
。
歯
科
固
有
の
技
術
に
つ
い

て
も
、
評
価
や
運
用
の
見
直
し

が
行
わ
れ
る
。

今
後
の
中
医
協
で
の
点
数
設

定
や
算
定
要
件
の
具
体
化
に
向

け
た
議
論
が
注
目
さ
れ
る
。

新点数説明会新点数説明会２０２６２０２６年度年度
診療報酬改定診療報酬改定

第第１１回＜要点の解説＞＠文京シビック大ホ回＜要点の解説＞＠文京シビック大ホールール

４４月月1010日日（金）（金）1818：：3030～～2121：：0000

第第２２回＜保険請求時の留意点＞＠なかのZERO大ホ回＜保険請求時の留意点＞＠なかのZERO大ホールール

５５月月2121日（木）日（木）1818：：3030～～2121：：0000

第第３３回＜在宅医療＞＠なかのZERO大ホ回＜在宅医療＞＠なかのZERO大ホールール

５５月月2727日（水）日（水）1818：：3030～～2121：：0000

詳細は詳細は２２面へ面へ

   「個別改定項目について（１）」より協会で編集

現行 改正案
【歯周病安定期治療】
歯周病安定期治療
１ １歯以上10歯未満 200点
２ 10歯以上20歯未満 250点
３ 20歯以上 350点

～略～
４ 歯周病の重症化するおそれ
のある患者に対して歯周
病安定期治療を実施した
場合は、歯周病ハイリス
ク患者加算として、80点
を所定点数に加算する。

～略～
【歯周病重症化予防治療】
歯周病重症化予防治療

【歯周病継続支援治療】
歯周病継続支援治療
１  1歯以上10歯未満 ●●点
２ 10歯以上20歯未満 ●●点
３ 20歯以上 ●●点

～略～
４ 歯周病の重症化するおそれ
のある患者に対して他の
保険医療機関（歯科診療
のみを行う保険医療機関
を除く。）からの情報に基
づき歯周病継続支援治療
を実施し、診療情報を当
該他の保険医療機関に提
供した場合は、重症化予
防連携強化加算として、
●●点を所定点数に加算
する。

～略～
【歯周病重症化予防治療】
（削除）

現行 改正案

新設

（新） 歯科外来物価対応料
（１日につき）
１ 初診時 ●●点
２ 再診時 ●●点

現行 改正案

新設
（新） 歯科技工所ベースアッ
プ支援料（１装置につき） 
●●点

現行 改正案
【歯科衛生実地指導料】
口腔機能指導加算12点

（新） 口腔機能実地指導料
 ●●点

（１） 第６７１号 ２０２６年（令和８年）２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
 いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



自由民主党
大幅な診療報酬引き上げによる物価高対応・賃上げを図る
国民皆歯科健診の推進
医療DX（全国医療情報プラットフォーム・電子カルテ）の推進

日本維新の会
国民医療費の年４兆円以上削減、社会保険料の年６万円引き下げ
高齢者の窓口負担を原則３割へ
OTC類似薬の保険適用見直し

中道改革連合
医療・介護などへのアクセスを保障するベーシック・サービスの拡充
予防医療の充実による健康寿命の延伸

国民民主党
年齢ではなく能力に応じた負担
公的保険の給付範囲の見直し

日本共産党
国費投入による診療報酬増額と患者負担軽減の両立
OTC類似薬の負担増反対、窓口負担軽減
健康保険証の存続

参政党
診療報酬の抜本的な引き上げ
いつでも、どの医療機関でも受診できる仕組みを見直す

れいわ新選組 健康保険証の存続
日本保守党 健康保険法改正による外国人の別枠化
社会民主党 医療従事者への支援拡充と地域医療の堅持
チームみらい 高額療養費制度の負担上限額引き上げに反対

    ＜＜１１面からつづく＞面からつづく＞　各会派の主な医療政策に関する公約や政策　各会派の主な医療政策に関する公約や政策
２月８日（日）投開票　衆議院議員総選挙

（ 2）第６７１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２６年（令和８年）２月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

厚
生
労
働
省
の
診
療
報
酬
調

査
専
門
組
織
・
医
療
技
術
評
価

分
科
会
の
第
２
回
会
合
が
１
月

15
日
に
開
催
さ
れ
、
２
０
２
６

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た

医
療
技
術
評
価
の
対
象
と
な
る

技
術
（
案
）
が
示
さ
れ
た
。
翌

16
日
、
中
医
協
総
会
が
開
催
さ

れ
、
歯
科
分
野
で
は
17
項
目

（
下
表
参
照
）
が
診
療
報
酬
改

定
に
お
い
て
対
応
す
る
優
先
度

が
高
い
技
術
と
し
て
整
理
さ

れ
、
協
会
も
厚
労
省
に
要
望
し

て
き
た
内
容
の
一
部
が
評
価
対

象
に
含
ま
れ
た
。

優
先
度
が
高
い

学
会
提
案
の
17
項
目

歯
科
分
野
で
は
、
歯
科
口
腔

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
２
、

光
学
印
象
採
得
お
よ
び
光
学
咬

合
採
得
、
Ni
Ti
ロ
ー
タ
リ
ー

フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
根
管
形
成
加

算
の
施
設
基
準
の
見
直
し
、
チ

タ
ン
お
よ
び
チ
タ
ン
合
金
に
よ

る
ブ
リ
ッ
ジ
補
綴
、
歯
科
用
暫

間
被
覆
冠
成
形
品
を
用
い
た
暫

間
的
ダ
イ
レ
ク
ト
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ
ブ
リ
ッ
ジ
、
床
補
強
の
た
め

の
接
着
芯
、
後
継
永
久
歯
の
な

い
乳
臼
歯
へ
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
、
口
腔
機
能
低
下
症
に
お

け
る
口
腔
粘
膜
湿
潤
度
検
査
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
提
案
が
評

価
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

協
会
に
よ
る
厚
労
省
へ
の
要

請
項
目
の
中
で
は
、「
臼
歯
に

対
す
る
Ni
Ti
ロ
ー
タ
リ
ー
フ

ァ
イ
ル
加
算
（
Ｎ
Ｒ
Ｆ
）
の
要

件
緩
和
」「
歯
科
用
暫
間
被
覆

冠
成
形
品
を
用
い
た
暫
間
的
ダ

イ
レ
ク
ト
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ブ
リ

ッ
ジ
」「
有
床
義
歯
に
お
け
る

困
難
な
場
合
で
の
接
着
補
強

芯
」
が
評
価
対
象
と
さ
れ
た
。

学
会
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
た

医
療
技
術
評
価
提
案
書
を
基

に
、
技
術
の
有
効
性
、
安
全

性
、
普
及
状
況
な
ど
を
整
理

し
、
今
後
の
大
臣
告
示
や
通
知

に
よ
り
取
り
扱
い
が
明
ら
か
に

物
価
高
騰
対
策
・

算
定
要
件
の
簡
素
化
求
め
る
声

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
中
医
協
）
総
会
が
１
月
14

日
に
開
催
さ
れ
、「
令
和
８
年

度
診
療
報
酬
改
定
に
係
る
こ

れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
」
が

確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、

厚
生
労
働
省
は
、
１
月
14
日

か
ら
１
月
20
日
ま
で
意
見
募

集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

表　診療報酬改定において対応する優先度が高い技術
　　（学会等から医療技術評価分科会に提案のあったもの）

1/16中医協資料より協会が作成
評価案

1 歯科口腔リハビリテーション料２ ★
2 口蓋補綴及び顎補綴の咬合採得 ★
3 光学印象採得および光学咬合採得 ★
4 デジタル模型調整（デジタル平行模型および予測模型） ☆
5 歯科遠隔連携診療 ★

6 厚生労働大臣が定める疾患に起因した咬合異常に係る適応症の拡
大 ★

7 歯科矯正管理料 ★

8 上顎骨悪性腫瘍手術ならびに下顎骨悪性腫瘍手術における超音波
切削機器加算 ★

9 NiTiロータリーファイルによる根管形成加算の施設基準の見直し ★
10 歯科麻酔管理料 ☆
11 静脈麻酔 ☆
12 チタンおよびチタン合金によるブリッジ補綴 ☆

13 歯科用暫間被覆冠成形品を用いた暫間的ダイレクトボンディングブリッジ ☆

14 床補強のための接着芯 ☆
15 後継永久歯の無い乳臼歯へのCAD／ CAM冠 ★
16 位相差顕微鏡による歯周病患者に対する画像活用指導 ☆
17 口腔機能低下症における口腔粘膜湿潤度検査 ★
★…提案について妥当性が示されている。
☆…一部の提案について評価すべき医学的な有用性が示されている。

会員が提出した意見より
・物価高騰対策は、各診療所に委ねることなく、国民皆保険
を守るため国主導で責任をもって全医療機関に対し一律に
実施するよう求める。

・CAD／CAMインレーおよびCAD／CAM冠の算定要件の
簡素化を求める。

・歯科用貴金属は情勢に即している点数とは言い難く、情勢
に即した価格設定にすべき。また、技術料についても随時
改定を検討することを求める。

・改定率と実際のコスト上昇との乖離が大きい、このままで
は持続可能な歯科医療提供体制を確保できない。ベースア
ップ評価料ではなく、初診料・再診料の大幅引き上げで評
価することを求める。

・人件費や医療材料費、光熱水費など物件費の高騰が著しく、
中小規模の歯科診療所ではその影響が大きい。ベースアッ
プ評価料など施設基準や補助金などでこれ以上の事務負担
をかけることなく初・再診料はもちろん、処置や手術、歯
冠修復・欠損補綴などそれぞれの個別項目において保険点
数の技術料に反映し、評価すべきです。

・OTC類似薬を保険給付から外すことに反対です。たとえ保
険から外さなくても、別途患者負担を追加することにも反
対です。病気やけがで困っている患者からさらなる負担を
求めることがおかしい。OTC類似薬の保険外しにより、国
庫負担は減るかもしれないが、保険料の負担軽減はわずか
なもので、むしろOTC類似薬が必要な患者の負担は増加し
てしまう。

　２０２６２０２６年度診療報酬改定が年度診療報酬改定が６６月から施行されます。協会月から施行されます。協会
は診療報酬改定に伴い、新点数説明会を開催します。診療は診療報酬改定に伴い、新点数説明会を開催します。診療
報酬改定のたびに行われる本説明会は毎回好評で、多くの報酬改定のたびに行われる本説明会は毎回好評で、多くの
先生にご参加いただいております。ぜひご参加ください。先生にご参加いただいております。ぜひご参加ください。

第第２２回回
開催日 開催日 ５５月月２１２１日日（木）（木）1818：：3030～～2121：：0000

会   場 なか会   場 なかのＺＥＲＯ大ホールのＺＥＲＯ大ホール

【保険請求時の留意点】【保険請求時の留意点】

第第３３回回
開催日 開催日 ５５月月２７２７日日（水）（水）1818：：3030～～2121：：0000

会   場 なかの会   場 なかのＺＥＲＯ大ホールＺＥＲＯ大ホール

【在宅医療】【在宅医療】

２０２６２０２６年度診療報酬改定年度診療報酬改定 新点数説明会ご案内新点数説明会ご案内

第第１１回回
開催日 開催日 ４４月月１０１０日日（金）（金）1818：：3030～～2121：：0000

会   場 文京会   場 文京シビック大ホールシビック大ホール

【要点の解説】【要点の解説】

歯科技術で17項目を評価
協会の要請項目も対象

中医協総会

を
行
っ
た
。

協
会
は
こ
れ
を
受
け
、
デ
ン

タ
ル
ブ
ッ
ク
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー

ス
を
通
じ
て
、
歯
科
医
療
の

現
場
の
声
を
多
く
提
出
す
る

こ
と
を
会
員
に
呼
び
掛
け
て

い
た
。
以
下
に
、
複
数
の
会

員
が
提
出
し
た
意
見
を
紹
介

す
る
。

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
パ
ブ
コ
メ

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
今
回
の

評
価
対
象
と
な
っ
た
歯
科
技
術

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
点
数
化

や
要
件
見
直
し
に
つ
な
が
る
の

か
、
協
会
は
引
き
続
き
そ
の
動

向
を
注
視
す
る
。

オンデマンド配信オンデマンド配信
各回ともに、開催後にオンデマンド配信を実施します。開各回ともに、開催後にオンデマンド配信を実施します。開

催日から催日から２２週間後を目途に順次公開する予定です。週間後を目途に順次公開する予定です。

※リアルタイム配信はございません。※リアルタイム配信はございません。

テキストの発送テキストの発送
当日は、書籍「当日は、書籍「２０２６２０２６年改定の要点と解説」をテキ年改定の要点と解説」をテキ

ストとして使用します。会員の方には、ストとして使用します。会員の方には、４４月上旬に協月上旬に協

会に登録いただいている送付先住所へ、会に登録いただいている送付先住所へ、１１冊無料で送冊無料で送

付しますので、説明会にご参加の際は必ずお持ちくだ付しますので、説明会にご参加の際は必ずお持ちくだ

さい。さい。

参加方法参加方法
事前予約は不要です。当日、直接会場にお越しください。事前予約は不要です。当日、直接会場にお越しください。

参加費・受付方法参加費・受付方法
参加費は、会員証参加費は、会員証１１枚につき枚につき１１名無料、名無料、２２人目人目

以降は以降は１１名につき名につき１１,,００００００円です。ゴールドの円です。ゴールドの

会員証を必ずお持ちください（会員証を必ずお持ちください（右図右図）。ご提示が）。ご提示が

ない場合、入場にお時間がかかる場合やお断りない場合、入場にお時間がかかる場合やお断り

する場合があります。紛失された場合は再発行する場合があります。紛失された場合は再発行

（手数料 （手数料 １１,,８０８８０８円）を承っております。発行円）を承っております。発行

までまで１１カ月程度かかるため、お早めにご連絡ください。カ月程度かかるため、お早めにご連絡ください。

例年、受付が大変混み合います。スムーズにご入場いただ例年、受付が大変混み合います。スムーズにご入場いただ

くためにも、必ずみなさまお揃いの上、ご来場ください。くためにも、必ずみなさまお揃いの上、ご来場ください。



東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（３） 第６７１号 ２０２６年（令和８年）２月１日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

診療報酬改定巡り会員の窮状伝える診療報酬改定巡り会員の窮状伝える

  

国
が
進
め
る

国
が
進
め
る

  

管
理
重
視
医
療
政
策
に

管
理
重
視
医
療
政
策
に
懸
念
懸
念

第
５
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
を
開
催

　
協
会
は
１
月

９
日
、
第
５
回

メ
デ
ィ
ア
懇
談

会
を
開
催
し
、

３
社
３
名
が
参

加
し
た
。

　
冒
頭
で
は
早

坂
美
都
会
長
が

診
療
報
酬
改
定

に
向
け
て
、
厚

生
労
働
省
や
国

会
議
員
に
対
す

る
要
請
を
続
け
て
き
た
こ
と

を
紹
介
。
会
員
か
ら
物
価
、

人
件
費
高
騰
に
直
面
す
る
窮

状
を
訴
え
る
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
る
と

訴
え
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
た
今
後
の
流
れ

や
、
診
療
報
酬
の
点
数
配
分

に
関
す
る
質
問
が
挙
げ
ら
れ

た
。
懇
談
で
は
、
治
療
か
ら

口
腔
内
の
管
理
重
視
へ
と
移

行
す
る
国
の
医
療
政
策
や
歯

周
病
管
理
、
口
腔
機
能
管
理

の
整
理
や
簡
素
化
の
方
向
性

の
話
題
に
も
及
ん
だ
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に

関
す
る
話
題
で
は
、
協
会
が

行
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
調
査
の
中

間
報
告
を
行
い
、
２
０
２
５

年
８
月
以
降
も
７
割
近
い
歯

科
医
療
機
関
で
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。

　
関
連
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
義
務
化
不
存
在
確

認
等
請
求
訴
訟
の
控
訴
審
第

２
回
口
頭
弁
論
が
、
２
月
25

日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
、
そ

こ
で
結
審
す
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
。
早
坂
会

長
は
、
東
京
地
方
裁
判
所
に

よ
る
原
告
棄
却
の
一
審
判
決

に
つ
い
て
「
私
た
ち
の
主
張

を
ほ
と
ん
ど
聞
い
て
く
れ
な

い
よ
う
な
結
果
と
な
っ

た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
控
訴

審
で
の
逆
転
勝
訴
に
思
い
を

馳
せ
た
。

 

26
年
度
改
定
で
適
用
拡
大
へ

口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー
導
入
を

口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー
導
入
を

　
　
　

 

星
憲
幸
氏
が
第
２
回
学
術
研
究
会
で
例
示

協
会
は
２
０
２
５
年
12
月
18

日
、
協
会
会
議
室
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併

用
）
で
第
２
回
学
術
研
究
会
を

開
催
し
た
。「
歯
冠
補
綴
治
療

に
お
け
る
口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー

の
有
用
性
―
保
険
導
入
さ
れ
た

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
へ

の
応
用
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
星

憲
幸
氏
（
神
奈
川
歯
科
大
学
教

授
・
口
腔
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
学
分
野
）
を
講
師
に
迎
え
、

184
人
が
参
加
し
た
。

24
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
よ

り
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ

ー
に
限
り
口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー

（

Ｉ
Ｏ
Ｓ
／Intraoral 

S
canner

）
に
よ
る
光
学

印
象
が
、
保
険
適
用
と
な
っ

た
。
本
講
演
は
、
26
年
度
改
定

で
さ
ら
に
光
学
印
象
の
適
用
拡

大
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
背

景
に
企
画
、
開
催
し
た
も
の
。

講
演
で
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
の
基
礎

知
識
、
従
来
法
と
光
学
印
象
と

の
比
較
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
の
印
象
以
外

の
使
用
法
な
ど
を
解
説
し
た

後
、
実
際
の
使
用
方
法
や
ポ
イ

ン
ト
を
画
像
で
示
し
て
説
明
し

た
。
ま
た
、
主
要
な
Ｉ
Ｏ
Ｓ
製

品
の
特
徴
、
推
奨
用
途
、
価
格

な
ど
を
ま
と
め
た
表
で
比
較
。

Ｉ
Ｏ
Ｓ
を
臨
床
に
取
り
入
れ
る

た
め
の
有
用
な
情
報
、
講
師
の

深
い
知
見
に
基
づ
い
た
解
説
が

満
載
の
講
演
で
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
口
腔
内
ス

キ
ャ
ナ
ー
の
具
体
的
な
使
い
方

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
ス
キ

ャ
ン
す
る
際
の
注
意
点
な
ど
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
参
加
者

に
役
立
つ
講
演
と
な
っ
た
。

◆
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
で

　

動
画
配
信
中

現
在
、
本
研
究
会
の
オ
ン
デ

マ
ン
ド
動
画
を
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
に
公
開
し
て
い
る
。
研
究
会

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
は

ぜ
ひ
、
視
聴
い
た
だ
き
た
い
。

星 憲幸 氏

「資
格
確
認
書
の
一
斉
交
付
」

「資
格
確
認
書
の
一
斉
交
付
」

    
協
会
の
陳
情

協
会
の
陳
情  

杉
並
区
議
会
が
採
択

杉
並
区
議
会
が
採
択

　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
移
行
に
伴
う
混
乱
解
消
へ
新
た
な
一
歩

◆
画
期
的
な
採
択

世
田
谷
・
渋
谷
区
を
先
例
に

協
会
は
２
０
２
５
年
７
月
、

世
田
谷
・
渋
谷
両
区
を
除
く
都

内
全
区
市
町
村
に
対
し
、
国
保

加
入
者
へ
の
資
格
確
認
書
の
一

斉
交
付
を
求
め
る
陳
情
書
を
提

出
し
た
。

そ
の
結
果
、
26
年
１
月
14
日

の
杉
並
区
議
会
本
会
議
で
そ

の
陳
情
が
採
択
さ
れ
、
今
後
、

同
区
で
は
一
斉
交
付
に
つ
い

て
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
今
後
の
動
向
を
注
視

し
た
い
。

◆
国
に
健
康
保
険
証
の
復
活

を
求
め
る

ま
た
、
同
本
会
議
で
は
東
京

保
険
医
協
会
の
「
健
康
保
険
証

を
復
活
さ
せ
る
よ
う
国
に
対
し

て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
」
も
採
択
さ
れ
、
区
か
ら
国

へ
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
の
杉
並
区
の
意
見
書
の
内

容
を
見
る
と
、
国
民
の
不
安
が

払
拭
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
指

摘
し
、
健
康
保
険
証
の
復
活
と

円
滑
な
受
診
環
境
の
確
保
を
国

に
強
く
求
め
て
い
る
ほ
か
、
情

報
の
ひ
も
付
け
や
10
割
負
担
の

請
求
、
負
担
割
合
の
相
違
な
ど

の
関
連
す
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例
も

記
し
混
乱
す
る
現
場
の
状
況
に

理
解
を
示
す
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

◆
現
場
の
実
態
と
声
を
行
政
へ

こ
れ
ら
は
、
資
格
確
認
で
困

っ
て
い
る
現
場
の
声
を
行
政
に

届
け
た
結
果
、
採
決
に
つ
な
が

っ
た
も
の
。
協
会
は
引
き
続
き

現
場
の
実
態
と
声
を
行
政
へ
届

け
て
い
く
。
諸
活
動
へ
の
理
解

と
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
ぜ
ひ
、
現
場
の
声
を
協
会

ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

新規開業医講習会に32名参加新規開業医講習会に32名参加

保険ルールと新規個別指導への注意喚起保険ルールと新規個別指導への注意喚起
指導通知は特定郵便に変更、見逃しに要注意

が
参
加
し
た
。
講
師
は
、
協
会

の
加
藤
開
副
会
長
、
島
倉
洋

造
、
三
島
桂
両
社
保
・
学
術
部

員
が
担
当
し
た
。
参
加
者
は
、

２
月
以
降
に
新
規
個
別
指
導
を

受
け
る
予
定
の
開
業
医
や
、
指

導
通
知
が
実
際
届
い
た
開
業

医
、
今
後
新
規
や
遡
及
に
よ
る

開
業
を
予
定
し
て
い
る
勤
務

医
、
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
を
前
に
、
改
め
て
保
険
請

求
や
カ
ル
テ
記
載
を
学
び
、
万

全
を
期
そ
う
と
す
る
ベ
テ
ラ
ン

の
開
業
医
と
勤
務
医
の
姿
も
あ

っ
た
。

講
習
会
で
は
ま
ず
、
新
規
個

別
指
導
の
流
れ
を
解
説
し
、
年

間
計
画
の
ほ
か
、
指
導
通
知
が

届
い
て
か
ら
指
導
日
ま
で
に
準

備
す
べ
き
事
項
の
流
れ
、
指
導

時
に
指
摘
さ
れ
や
す
い
項
目

や
、
当
日
の
持
参
物
な
ど
を
具

体
的
に
説
明
。
ま
た
、
保
険
と

自
費
の
混
合
診
療
の
考
え
方
や

歯
周
治
療
と
補
綴
ま
で
の
流

れ
、
協
会
に
多
く
質
問
が
寄
せ

ら
れ
る
根
Ｃ
、
Ce
管
理
中
の
Ｆ

局
の
算
定
方
法
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
の
適
用
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
と
Ｐ

重
防
な
ど
に
も
触
れ
た
。

ま
た
、
24
年
の
新
規
個
別
指

導
で
は
１
割
以
上
が
「
再
指

導
」
に
な
っ
た
実
態
も
挙
げ
、

開
業
時
か
ら
の
カ
ル
テ
記
載
が

重
要
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

な
お
、
25
年
か
ら
指
導
通
知

の
郵
送
方
法
が
、
簡
易
書
留
か

ら
特
定
記
録
郵
便
へ
変
更
さ
れ

郵
便
受
け
へ
の
投
函
の
み
と
な

っ
た
こ
と
で
、
他
の
郵
便
物
と

紛
れ
て
見
逃
し
て
し
ま
う
事
例

が
あ
っ
た
た
め
、
重
ね
て
注
意

を
促
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
分
か
り

や
す
い
説
明
だ
っ
た
」「
カ
ル

テ
記
載
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い

た
が
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も

多
く
あ
り
、
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。 1

月
21
日
、
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
総
会

で
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
た
公
聴
会
が
開
催
さ

れ
た
。
石
川
県
を
中
心
に
、
支

払
側
・
診
療
側
な
ど
計
10
名
が

次
期
診
療
報
酬
改
定
へ
の
要
望

を
含
め
た
意
見
を
述
べ
た
。

物
価
高
騰
や
人
件
費
上
昇
、

被
災
地
に
お
け
る
医
療
提
供
体

制
の
維
持
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進

な
ど
が
共
通
論
点
と
な
る

中
、
歯
科
か
ら
は
金
沢
市
内
で

歯
科
診
療
所
を
開
業
す
る
前
多

裕
氏
（
歯
科
前
多
院
長
）
が
、

地
域
で
歯
科
医
療
を
継
続
す
る

た
め
、
基
本
診
療
料
な
ど
の
評

価
の
充
実
を
強
く
求
め
た
。

◆
前
多
氏
の
意
見
概
要

歯
科
医
師
の
前
多
氏
は
、
感

染
対
策
に
つ
い
て
言
及
し
、
歯

科
診
療
は
口
腔
内
に
直
接
触
れ

る
特
性
か
ら
、
標
準
予
防
策
の

徹
底
は
選
択
的
対
応
で
は
な
く

前
提
条
件
で
あ
る
と
指
摘
。
デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
製
品
の
使

用
、
器
具
の
洗
浄
・
滅
菌
、
ユ

ニ
ッ
ト
の
消
毒
に
加
え
、
感
染

性
廃
棄
物
処
理
や
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
管
理
な
ど
、
恒
常
的
な
事
務

負
担
が
発
生
し
て
い
る
と
説
明

し
た
。
消
毒
薬
や
滅
菌
関
連
機

器
、
廃
棄
処
理
費
の
高
騰
に
よ

り
、
現
行
の
点
数
体
系
で
は
対

応
が
困
難
と
し
て
、
施
設
基
準

加
算
に
限
定
せ
ず
、
初
診
料
・

再
診
料
で
の
恒
久
的
評
価
を
求

め
た
。

ま
た
、
歯
科
訪
問
診
療
に
つ

い
て
は
、
外
来
患
者
が
高
齢
化

な
ど
で
通
院
困
難
と
な
っ
た
場

合
、
継
続
診
療
の
延
長
と
し
て

対
応
し
て
い
る
実
態
を
説
明
。

歯
援
診
な
ど
の
施
設
基
準
は
小

規
模
診
療
所
で
は
満
た
し
に
く

い
と
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
観

点
か
ら
、
外
来
を
基
盤
に
在
宅

へ
つ
な
ぐ
役
割
を
適
切
に
評
価

す
る
制
度
設
計
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
麻
酔
薬
剤
料
の
算

定
ル
ー
ル
の
不
整
合
や
、
パ
ノ

ラ
マ
撮
影
・
光
学
印
象
に
よ
る

口
腔
内
デ
ジ
タ
ル
記
録
の
社
会

的
意
義
に
つ
い
て
も
言
及

し
、
評
価
の
見
直
し
を
強
く
訴

え
た
。

◆
今
後
は
新
点
数
へ
の
対
応
も

26
年
は
診
療
報
酬
改
定
を
控

え
て
お
り
、
６
月
以
降
に
指
導

を
受
け
る
場
合
は
新
た
な
診
療

報
酬
を
よ
り
一
層
理
解
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
協
会
は
４
月

10
日
㈮
、
５
月
21
日
㈭
、
５
月

27
日
㈬
に
新
点
数
説
明
会
を
開

催
す
る
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
（
詳
細
＝
２
面
）。

中医協 公聴会をオンライン開催

歯科訪問診療の見直し提起

初・再診料による
歯科感染対策の恒久評価を

協
会
は
１
月
18
日
、
ワ
イ
ム

貸
会
議
室
高
田
馬
場
で
新
規
開

業
医
講
習
会
を
開
催
し
、
32
名

２０２５年度 医療機関等における
賃上げ・物価上昇支援事業について

診療所等物価支援事業

［対象となる医療機関等］
全ての医療機関

［給付金の支給額］
無床診療所（医科・歯科）：17万円

厚生労働省
ホームページ

※両事業とも、対象期間、申請期間など、詳細はま
だ発表されていません。実施主体の東京都から
のご案内をお待ちください。

診療所等賃上げ支援事業

［対象となる医療機関等］
原則として、２０２６年３月１日時点でベース
アップ評価料を届け出ている施設

［給付金の支給額］
無床診療所（医科・歯科）：15万円

［留意点］
給付金を賃金改善に充てていただき、その結
果を東京都に報告する必要があります。

新着着
情情報

医療機関等が賃金・物価上昇の影響を受けている状況を踏まえた、診療所等賃上げ
支援事業および診療所等物価支援事業の実施が決定されました。申込方法などの詳細
は、今後発表されます。

診療所等賃上げ支援事業は、2 ０２６年３月１日時点で、ベースアップ評価料を届け
出ている保険医療機関が対象となります。給付金を希望される方はご注意ください。

詳細は、厚生労働省の案内ホームページ・ＱＲよりご確認ください。
今後、新たな情報が入りましたら、デンタルブックメールニュース、協会ホームペ

ージでもお知らせします。この機会にぜひ、デンタルブックにご登録ください。
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ＱＱ１１　「措置法26条」で節税できると聞いたが、　「措置法26条」で節税できると聞いたが、
どのような制度か。どのような制度か。

【Ａ１】　正式には「租税特別措置法第26条」（以
下、措置法26条）といいます。これは、一定の要
件を満たす場合に、社会保険診療収入に対応する
必要経費を「概算」で計算できる制度です。適用
を受けるには、次の①②の条件を満たす必要があ
ります。

①年間の社会保険診療収入が5,000万円以下
であること

②自由診療収入を含めた年間の総収入が
7,000万円以下であること

確定申告では、通常収入から必要経費を差し引
いて所得を計算します。一方、措置法26条を適
用すると、実際の支出額ではなく、一定の算式
による概算経費を必要経費として計上すること
ができます。
この制度のメリットは、経費計算の事務負担が

軽減され、経費が少ない場合は節税効果が得られ
ます。ただし、実際にかかった経費（実額）が概
算経費を上回る場合には、措置法26条を使っても
節税にならないため、適用の可否は慎重に判断す
る必要があります。
なお、措置法26条は、診療報酬の適正化が実現

するまでの暫定措置として、1954年に議員立法に

ＱＱ２２　措置法26条を使った場合の具体的な計算　措置法26条を使った場合の具体的な計算
方法を知りたい。方法を知りたい。

確定申告の基本 ～措置法26条～経営・税務相談

Ｑ＆Ａ　No.437

より創設されました。1979年の改正時には、「社
会保険診療報酬の推移、医業の持つ特殊性とその
健全経営の確保等を総合的に配慮しつつ、合理的
な医業税制のあり方をさらに検討する」とする附
帯決議が全会派一致で国会採択されています。そ
の後、合理的な医業税制についての議論は行われ
ていません。

ご希望の方は、ＱＲコードからお申込みください。
詳細は、経営管理部（☎03-3205-2999）まで。

　会員１人につき　１冊無料
　※書籍の到着はお申込み後、１週間程度かかりますので予めご了承ください。

「医院経営と雇用管理 2025年版」「医院経営と雇用管理 2025年版」

３３年ぶりに改訂版完成年ぶりに改訂版完成

２０２４年４月から変更された労働条件明示の新ルー
ルに対応、労働条件通知書の記載例やポイント、パワハ
ラ・セクハラ・カスハラなどへの対応解説や就業規則の
たたき台のほか、育児・介護休業法改正の内容、「出生
時休業支援給付金」についても収載しています。
近年、協会にも労務トラブルに

関する相談が増加しています。ト
ラブルに発展する前の体制整備が
何より重要です。ぜひ、本書をご
活用いただき、安心・適正な医院
経営にお役立てください。

概算経費率および加算額は、社会保険診療収入
の金額区分ごとに定められており、詳細は別表の
通りです。例えば、社会保険診療収入が３,200万
円の場合、「3,200万円×62％＋290万円＝2,274万
円」となります。この場合、実際の経費が2,274
万円未満であっても、2,274万円を必要経費とし
て計上することが可能です。
そのため、自院の保険診療収入と自由診療収入
の額、および実際の経費水準を踏まえ、措置法26
条を適用すべきかどうかを事前に試算することが
重要です。
なお、措置法26条を含め、開業医の確定申告の
ポイントなどを詳しく解説した保団連編集の書籍

「保険医の経営と税務2026
年版」が近く発刊予定です。
会員の先生に１冊無料で送
付いたします。詳細は本面
下段の案内をご覧ください。
また、協会は２月19日(木)
に確定申告個別相談会を実
施します。協会の顧問税理
士が、マンツーマンで丁寧
にご相談をお受けします(下
記参照)。定員は８名。仕訳
や減価償却が不安な方など
も、お気軽にお申し込みく
ださい。

保険医の経営と税務 保険医の経営と税務 ２０２６２０２６年版年版書籍

会員は会員は１１冊冊無料!無料!
２０２６２０２６年最新の年最新の
　　　　税務対応版を発行!税務対応版を発行! 申し込みフォーム

▶▶▶
確定申告はもちろん、日々悩みがちな会計処理やスタッフに
関する税務、開院・承継・閉院の手続きなど、医院経営に関す
る要点が１冊にまとまっています。
この書籍をご希望の方は、上のQRを読み取り、必要事項およ
びアンケートをご入力のうえ、お申し込みください。

※会員に１冊無料でお送りします。
※２冊目以降は、有料(１冊１,５００円)での販売となります。
※書籍の発送は、お申し込み後１週間程度です。予めご了承く
ださい。

協
会
で
は
毎
月
第
３
木
曜
日
に
、
会
員
を
対
象
に
、
顧
問
弁
護
士

お
よ
び
顧
問
税
理
士
に
よ
る
、
法
律
と
税
務
に
関
す
る
相
談
会
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
は
、
こ
の
無
料
税
務
相
談
会
の
代
わ
り
に
、
２
０
２
５
年
分

確
定
申
告
の
た
め
の
特
別
な
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
確
定
申
告

を
ご
自
身
や
ご
家
族
が
自
ら
行
っ
て
い
る
方
、
顧
問
税
理
士
が
行
っ
て

い
る
確
定
申
告
を
確
認
し
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
律
の
無
料
相
談
会
は
、
例
月
通
り
行
い
ま
す
。

相
談
会
の
ご
案
内

会
員
を
対
象
に
し
た

トラブル対策は早めの対応がポイント

法律相談
顧問弁護士が回答いたします。

日時：２月19日（木）　午後２時～５時
定員：３名（相談時間は一人１時間以内）
場所：東京歯科保険医協会 会議室
参加費：無料

確定申告個別相談、法律相談とも事前予約が必要です。お申し込み順に受け付けします。
★予約：０３－３２０５－２９９９（担当：経営管理部）
★場所：東京歯科保険医協会（新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル ６Ｆ）

確定申告の準備はお済ですか？

2025年分確定申告個別相談

日　時：２月19日（木）　午後１時～５時
定　員：８名（相談時間は一人１時間以内）
場　所：東京歯科保険医協会 会議室
参加費：2,000円

顧問税理士が回答いたします。

法

律

確
定
申
告

１
月
16
日
に
行
わ
れ
た
中
医
協
総
会
で
、
３

月
か
ら
の
歯
科
用
貴
金
属
価
格
の
改
定
内
容
が

決
定
さ
れ
た
。
歯
科
鋳
造
用
12
％
金
銀
パ
ラ
ジ

ウ
ム
合
金
（
金
パ
ラ
）
の
告
示
価
格
は
、
１
ｇ

あ
た
り
３
千
802
円
か
ら
４
千
779
円
へ
977
円
の
引

き
上
げ
と
な
り
、
30
ｇ
あ
た
り
で
は
11
万
４
千

60
円
か
ら
14
万
３
千
370
円
へ
２
万
９
千
310
円
の

「
引
き
上
げ
」
と
な
る
。

ま
た
、
金
パ
ラ
に
加
え
て
、
銀
合
金
、
14
カ

ラ
ッ
ト
金
合
金
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

３
月
か
ら
の
詳
細
な
点
数
は
、
公
表
さ
れ
次

第
、
本
紙
お
よ
び
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
デ
ン

タ
ル
ブ
ッ
ク
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
す
る
。

告示価格告示価格

２２月まで月まで ３３月から月から 引き上げ額引き上げ額

歯科鋳造用12％歯科鋳造用12％
金銀パラジウム合金金銀パラジウム合金

1ｇ1ｇ 3,802円 4,779円 ＋977円

30ｇ30ｇ 114,060円 143,370円 ＋29,310円

歯科鋳造用歯科鋳造用
銀合金第銀合金第２２種種

1ｇ1ｇ 232円 287円 ＋55円

30ｇ30ｇ 6,960円 8,610円 ＋1,650円

３
月
実
施

歯
科
用
貴
金
属
の

随
時
改
定
情
報

【Ａ２】　措置法26条を適用する場合、社会保険
診療収入に対応する必要経費は、以下の算式によ
り計算した概算経費金額を用います。

社会保険診療報酬(A) 概算経費額

2,500万円以下 （Ａ）×72％

2,500万円超　3,000万円以下 （Ａ）×70％＋ 50万円

3,000万円超　4,000万円以下 （Ａ）×62％＋290万円

4,000万円超　5,000万円以下 （Ａ）×57％＋490万円

速算表

【 社会保険診療収入 × 概算経費率 ＋ 加算額 ＝ 概算経費金額 】
算式



（ 5） 第６７１号 ２０２６年（令和８年）２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊＊１１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分

 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊＊２２ Ｗｅｂ開催・配信はＺｏｏｍウェビナーを使用します。

明日からできる院内セキュリティ対策講習会明日からできる院内セキュリティ対策講習会

2023年６月より医療機関の管理者にサイバーセキュリティの
確保が義務付けられました。しかし小規模医療機関では対応が
困難なのが現状です。また、セキュリティ対策と称して高額な
機器やサービスを契約させられる事例も増えています。
パソコンに不慣れな医療機関でも、明日からできる最低限

のセキュリティ対策、悪徳業
者にだまされないための注意
点を解説します。

第１回医療安全講習会

日　時　２月26日（木）午後７時～９時
講　師　本田 孝也 氏（長崎県保険医協会 会長）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）・Ｗｅｂ配信（＊２）
定　員　会場20名・Ｗｅｂ500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　経営管理部
　※　講師はオンラインで登壇します。 予約フォーム

— — 悪徳業者に騙されないために悪徳業者に騙されないために — —

第５回院内感染防止対策講習会

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準（歯初診）、および歯科
外来診療感染対策加算１（外感染１）の施設基準に対応しています。
※歯初診の施設基準は、院内感染防止対策に関する標準予防策、およ
び新興感染症に対する対策の内容の研修を４年以内に１回以上、定
期的に受講していることが条件です。

日　時　２月18日（水）午後１時～２時10分
講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　Ｗｅｂ開催　（＊２）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講習会後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

デンタルブックから
お申し込みください

歯初診の新規届出 ・更新を希望する方向け歯初診の新規届出 ・更新を希望する方向け

施設基準のための講習会施設基準のための講習会
今年度今年度

ラストチャンスラストチャンス

診療後のカルテ記載から月初めのレセプト請求ま
で、日々多忙な業務の中で「返戻」や「査定」に頭を
悩ませてはいませんか？「そもそも、審査はどのよう
な仕組みで行われているのだろう」「再審査請求や取
り下げ請求の手順が分からない」「請求漏れに気づい
たが、いつまで遡れるのか」などの疑問は日々湧いて
きます。こうしたレセプト請求・審査の仕組みは複雑
でありながら、保険医が体系的に知る機会は決して多
くありません。
２０２５年３月に装いも新たに「カルテ記載を中心と

した指導対策テキスト」が完成しました。これは、カ
ルテ記載だけでなく、審査を巡る疑問に応える１冊で
す。審査の仕組みはもちろん、返戻・査定について事
例を交えながら分かりやすく解説しています。特に
「再審査請求」や「取り下げ請求」の具体的な記載例が掲載されており、万
が一の際にすぐ役立つ内容になっています。
本書は、会員の方のみが購入できる書籍です。１冊３,０００円で、代金引換

（送料・代引き手数料別）で登録先へ送付いたします。ご希望の方は、お名
前・会員番号・書籍名・希望冊数を記載の上、FAX（03-3209-9918）にてご
注文ください。

新版「歯科 カルテ記載を中心とした
指導対策テキスト」

「レセプトは、どう審査されるのか」を徹底解説

Pick up！ 会員だけが購入できるオススメ書籍Pick up！ 会員だけが購入できるオススメ書籍

１冊３,０００円
（送料・代引き手数料別）

サンリオピューロランドプリンスホテル

リソルの森 フジヤマ倶楽部

資料のご請求は
ＱＲから

みと会長

東京都生産性向上・職場環境等東京都生産性向上・職場環境等
整備支援事業補助金整備支援事業補助金

Jグランツ申請を行った全医療機関で

実績報告が必要です！

お忘れなく！

東京都からのメールが確認できない場合は、協会ホームペー
ジに掲載しています。QRよりJグランツの実績報告フォームへ
アクセスしてください。
ご不明な点がありましたら、協会までお問い合わせください。

1月28日（水）、東京都より、Jグランツで本補助金の交付申請を行っ
た全医療機関に対し、実績報告提出に関する案内メールが送付されま
した。
これまで「確定払いの場合は実績報告不要」との案内がコールセンター
にてされていましたが、東京都の運用変更により、申請方法にかかわ
らず、すべての医療機関で改めて実績報告が必要となっています。
該当する先生は、期限までに必ずご対応ください。

■ 対象
Jグランツで「東京都生産性向上・職場環境等整備支援事業補助金」
の交付申請を行った医療機関
■ 対応内容
１）当該案内メール内の、交付申請時に選択された申請方法に合致する
実績報告フォームにアクセス（交付申請時に費用が確定していた場合、交付申
請時に費用が未確定であった場合、概算払い・支払額が確定または未確定で申請され
た場合の別により、申請フォームが異なります）

２）「ログインして申請する」をクリックし、Jグランツにログイン
３）「申請する」をクリックし、実績報告を実施（交付申請時に、Excel
ファイルにより実績報告を提出した方も、改めてExcelファイルを
添付して実績報告を行います）

■ 実績報告提出期限
２０２６年２月28日（土）
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１
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  7 水 第7回経営管理部会
  8 木 第10回総務会議
  9 金 第5回メディア懇談会
13 火 第7回共済部会
15 木 会員無料相談デー、第12回理事会
18 日 新規開業医講習会
19 月 第7回地域医療部会

20 火 第8回社保・学術部会、休保審査会
　　 （医科)
26 月 第3回医科歯科連携会議
28 水 第7回組織部会、2026年度第1回「保
　　  険でよい歯を」東京連絡会世話人会
30 金 第2回就業規則改定委員会
31 土 休保審査会（全国）、第38回東京反
　　  核医師の会総会

連
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／
協
会
探
訪

連
載
／
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会
探
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そ
の
⑥

そ
の
⑥

         

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

         

会
長     

早
坂
美
都

—地域医療部—
2024年6月27日に開催した「学校歯科治療調査懇談会」の模様2024年6月27日に開催した「学校歯科治療調査懇談会」の模様

◆
高
齢
社
会
に
応
じ
た
地
域
医
療
の
改
善
活
動

地
域
医
療
部
は
、
１
９
８
８

年
度
に
新
設
さ
れ
た
専
門
部
で

す
。
85
年
に
医
療
法
が
改
正
さ

れ
、
各
都
道
府
県
で
「
地
域
医

療
計
画
」
の
策
定
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
的
に

地
域
医
療
活
動
に
注
目
が
集
ま

り
ま
し
た
。
協
会
で
も
小
児

科
、
産
婦
人
科
と
連
携
し
て
、

子
ど
も
の
虫
歯
予
防
な
ど
を
推

進
す
る
た
め
、
盛
ん
に
必
要
な

活
動
を
計
画
、
実
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し
て
い
ま

し
た
。

こ
う
し
た
中
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88
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に
独
立

し
た
専
門
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と
し
て
発
足
し
た

の
が
地
域
医
療
部
で
す
。

発
足
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初
は
、「
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康
テ
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ン
サ
ー
ビ
ス
」「
健
康
相

談
」「
寝
た
き
り
高
齢
者
の
往

診
、
歯
科
健
診
」
な
ど
を
東
京

保
険
医
協
会
と
協
力
し
て
進
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
歯
科
訪
問

診
療
の
推
進
、
歯
科
健
診
事
業

へ
の
取
り
組
み
、
介
護
保
険
へ

の
対
応
、
国
保
問
題
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学
校
歯

科
の
諸
課
題
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の
取
り
組
み
な

ど
、
次
々
と
浮
上
す
る
地
域
の

歯
科
医
療
が
抱
え
る
課
題
を
検

討
、
改
善
に
つ
な
が
る
要
請
活

動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

直
近
で
は
、
ま
だ
歯
科
訪
問

診
療
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
会

員
を
対
象
と
し
た
講
習
会
の
開

催
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
東
京
都
か
ら
の
依
頼
に
基

づ
い
て
、
会
員
に
歯
科
医
師
認

知
症
対
応
力
向
上
研
修
の
周
知

に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
要
介

護
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
在

宅
や
施
設
で
療
養
し
て
い
る
た

め
に
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
へ

の
通
院
が
困
難
な
方
々
は
ま
す

ま
す
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
地

域
医
療
部
は
、
今
後
の
医
療
制

度
、
医
療
提
供
体
制
を
見
極
め

た
現
状
分
析
と
将
来
展
望
を
持

ち
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

も
含
め
、
地
域
医
療
の
改
善
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

　

格
差
撤
廃
に
つ
い
て

さ
ら
に
、
学
校
歯
科
治
療
調

査
の
実
施
、
お
よ
び
そ
の
結
果

を
基
に
し
た
養
護
教
諭
と
の
懇

談
会
の
開
催
（
上
写
真
）、
地

域
の
医
療
受
療
格
差
を
な
く
す

た
め
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
充
要
請
も
地
域
医
療
部
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
要
請
は
東
京

23
区
と
多
摩
地
区
の
地
域
ご
と

の
格
差
是
正
で
あ
り
、
養
護
教

諭
と
の
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
要

望
に
基
づ
く
も
の
で
、
地
域
医

療
部
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
都
内
で
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
に
自
己
負
担
が
残

っ
て
い
る
16
自
治
体
に
対
し
て

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
財
源

不
足
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
子
育
て
し
や
す

い
東
京
を
実
現
す
る
た
め
、
東

京
都
の
財
政
補
助
に
よ
り
、
自

己
負
担
の
撤
廃
を
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

◆
給
食
後
歯
磨
き
推
進
に
向
け

　

公
立
学
校
水
道
設
備
の
拡
充
の
要
望

都
内
の
公
立
小
・
中
・
高
等

学
校
で
は
、
水
道
設
備
が
少
数

ま
た
は
老
朽
化
し
て
い
た

り
、
蛇
口
の
数
が
少
な
い
こ
と

に
よ
り
、
昼
食
後
の
歯
磨
き
の

習
慣
づ
け
が
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
口
腔
衛
生
の
保
持
お

よ
び
校
内
で
の
歯
磨
き
の
習
慣

獲
得
の
た
め
に
も
水
道
設
備
の

整
備
、
拡
充
は
必
要
で
あ
る
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
地
域
医
療
部
が

作
成
し
た
歯
科
訪
問
診
療
用
の

ポ
ス
タ
ー
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

ポスターの
ダウンロードはこちら➡

次々と浮上する次々と浮上する

地域の歯科医療問題を改善へ地域の歯科医療問題を改善へ
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◆
第
12
回
理
事
会
◆

１
月
15
日
㈭
、
午
後
7
時

00
分
〜
８
時
55
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
15
名
、

監
事
１
名
、
事
務
局
14
名
の

出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
の
計
算
式
が

オ
ン
ラ
イ
ン
保
険
証
利
用
件

数
か
ら
レ
セ
プ
ト
件
数
に
変

更
さ
れ
た
こ
と
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
お
け
る
資
格

確
認
書
の
職
権
交
付
に
つ
い

て
な
ど
の
報
告
を
確
認
。
ま

た
、
東
京
都
生
産
性
向
上
・

職
場
環
境
等
整
備
支
援
事
業

補
助
金
の
交
付
申
請
受
付
期

間
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
確

認
。

【
診
療
報
酬
改
定
対
策
】　

診
療
報
酬
改
定
率
（
プ
ラ
ス

３
・
09
％
）、
介
護
報
酬
改

定
率
（
プ
ラ
ス
２
・
03
％
）

の
内
容
や
歯
科
へ
の
配
分
な

ど
の
報
告
と
診
療
報
酬
改
定

率
に
つ
い
て
、
政
策
委
員
長

談
話
を
出
し
た
こ
と
の
報
告

を
確
認
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
が
１
月
14
日
か

ら
20
日
ま
で
募
集
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
役
員
・
事
務

局
か
ら
積
極
的
に
意
見
を
提

出
し
て
い
く
こ
と
、
デ
ン
タ

ル
ブ
ッ
ク
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス

で
会
員
に
広
報
す
る
こ
と
を

確
認
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】　
杉
並
区
で
協
会
が
提

出
し
た
「
資
格
確
認
書
の
一

斉
交
付
を
求
め
る
」
陳
情
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
の
報
告
を

確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
保

団
連
第
52
回
定
期
大
会
の
発

言
通
告
を
提
出
し
た
こ
と
を

確
認
。

【
定
期
総
会
に
つ
い
て
】　
２

０
２
６
年
度
第
54
回
定
期
総

会
に
お
け
る
記
念
講
演
の
テ

ー
マ
、
講
師
な
ど
に
つ
い
て

検
討
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
２
月

１
日
号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
１
月
１

日
付
け
会
員
数
６
千
45
名

（
入
会
19
名
、退
会
17
名
）。

２０２５年度
第12回
理事会

し
、
ご
自
身
が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
必

要
」
と
判
断
す
る
の
な
ら
導
入

し
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
医

院
や
ス
タ
ッ
フ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
を
理
解
し
た
、
ミ
ス
マ
ッ

チ
の
少
な
い
集
患
や
求
人
の
効

果
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

た
だ
し
、
更
新
さ
れ
て
い
な

い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
間
違
い
な
く

「
運
営
さ
れ
て
い
な
い
印

象
」
を
強
く
与
え
る
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
単
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
導
入

し
て
い
な
い
場
合
よ
り
も
「
途

中
で
放
置
さ
れ
た
」「
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
」
と
い
う

マ
イ
ナ
ス
評
価
に
つ
な
が
り
や

す
く
、
医
院
へ
の
信
頼
感
を
引

き
下
げ
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

更
新
終
了
を
明
示
し
て
い
る

場
合
は
例
外
で
す
が
、
そ
れ
以

外
で
あ
れ
ば
、
更
新
で
き
な
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
リ
ン
ク
を
掲
載
し
な

い
方
が
、
経
営
上
は
安
全
な
判

断
と
い
え
ま
す
。

    再考再考
これからのＳＮＳと歯科医院これからのＳＮＳと歯科医院①①

―ＳＮＳは何のためのツールか―

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

「
集
患
」
を

　

期
待
す
る
時
代
は
終
わ
っ
た

「
も
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
時

代
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
Ｓ

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト制

作、運用、コンサルテ

ィングを行う。歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数える。

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

Ｎ
Ｓ
の
時
代
だ
」
―
こ
の
言
葉

も
既
に
古
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
加
え
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
開
設
す
れ
ば
「
２

倍
、
３
倍
の
効
果
が
あ
る
」

「
開
設
し
な
け
れ
ば
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

医
院
を
選
ん
で
い
る
層
に
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
な
い
」
…
。
こ
う

し
た
認
識
も
、
現
在
の
通
説
と

は
異
な
り
ま
す
。
現
在
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
集
患
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と

し
て
の
効
果
は
期
待
で
き
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

　

減
ら
す
経
営
ツ
ー
ル

医
院
を
選
ぶ
前
の
検
索
行
動

で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
確
認
す
る
行
動

は
、
今
後
も
増
え
て
い
く
で
し

ょ
う
。
そ
こ
で
閲
覧
さ
れ
る
の

は
症
例
数
や
最
新
の
医
療
機
器

の
導
入
状
況
で
は
な
く
、
院
長

や
ス
タ
ッ
フ
の
価
値
観
、
治
療

方
針
の
説
明
、
院
内
の
空
気
感

で
す
。「
こ
ん
な
医
院
な
ら
通

っ
て
み
た
い
な
」
と
い
う
感
覚

を
呼
び
起
こ
す
装
置
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
患
者
を
「
集
め
る

装
置
」
で
は
な
く
、
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
減
ら
し
、
不
安
低
減
に
つ

な
が
る
「
経
営
ツ
ー
ル
」
と
し

て
位
置
づ
け
、
設
計
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

は
、
集
患
は
も
と
よ
り
、
特
に

求
人
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割

を
担
い
ま
す
。

◆
更
新
し
な
い
の
な
ら
、

　

や
ら
な
い
方
が
い
い

で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
導
入
し
た

方
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も

【
確
定
申
告
に
向
け
た
注
意
点
】
共
済
制
度
の
課
税
関
係
は
、
左

記
の
通
り
で
す
。
各
共
済
制
度
で
生
命
保
険
料
控
除
の
適
用
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
点
な
ど
は
協
会
共
済

部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ⅰ
．
保
険
医
年
金

▼
掛
金　
旧
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
ま
た
、
個
人
年
金

保
険
料
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
解
約
一
時
金

掛
金
負
担
者
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
利
息
相
当

分
が
「
一
時
所
得
」
と
な
り
ま
す
。
利
息
相
当
分
と
、
そ
の
年
の

他
の
一
時
所
得
の
対
象
を
合
算
し
た
合
計
が
50
万
円
以
内
の
場
合

は
非
課
税
で
す
が
、
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
50
万
円
を
差
し
引

い
た
残
り
の
２
分
の
１
の
金
額
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
年
金
受
給

１
年
間
に
受
給
し
た
年
金
額
の
う
ち
利
息
に
相
当

す
る
金
額
が
「
雑
所
得
」
と
な
り
、
他
の
所
得
と
合
算
で
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。
保
険
医
年
金
だ
け
の
雑
所
得
が
年
間
25
万
円
を

超
え
る
場
合
は
10
％
の
源
泉
徴
収
さ
れ
た
金
額
で
入
金
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
昨
年
11
月
の
お
支
払
い
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
．
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険

▼
拠
出
金　
税
法
上
の
生
命
保
険
契
約
に
は
当
た
ら
な
い
た

め
、
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
外
で
す
。

▼
給
付
金　
傷
病
休
業
給
付
金
、
入
院
給
付
金
、
長
期
療
養
給
付

金
、
高
度
障
害
給
付
金
（
高
度
障
害
時
の
脱
退
給
付
金
含
む
）

は
、
加
入
者
本
人
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
所
得
税
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。
弔
慰
給
付
金
（
死
亡
時
の
脱
退
給
付
金
含
む
）、
脱

退
給
付
金
は
、
一
時
所
得
と
な
り
ま
す
。

※
弔
慰
給
付
金
は
所
定
の
受
取
人
の
一
時
所
得
で
す
。

Ⅲ
．
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

▼
掛
金　
新
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

Ⅳ
．
第
２
休
業
保
障
制
度
（
団
体
所
得
保
障
）

▼
掛
金　
新
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

▼
給
付
金　
所
得
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
】
保
険
医
年
金
は
昨
年
10

月
下
旬
に
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
第
２
休
業
保
障
制
度
は

昨
年
10
月
初
旬
に
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
生
命

保
険
は
昨
年
11
月
下
旬
に
ご
希
望
さ
れ
た
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま

し
た
。
新
た
に
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要
な
方
は
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
保
険
医
年
金
初
回
掛
金
未
納
の
方
へ
】
昨
年
秋
に
保
険
医
年
金

に
新
規
加
入
・
増
口
を
さ
れ
た
方
で
、
昨
年
12
月
25
日
の
初
回
引

落
し
が
で
き
て
い
な
い
先
生
は
、
至
急
、
お
振
り
込
み
く
だ
さ

い
。
入
金
が
な
い
場
合
は
、
加
入
不
成
立
と
な
り
ま
す
。

※
新
規
加
入
・
増
口
の
加
入
者
証
発
送
は
２
月
上
旬
予
定
で
す
。



◆
政
府
は
２
０
２
６
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
診
療
報

酬
本
体
で
プ
ラ
ス
３
・
09
％
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

た
だ
、
医
療
に
活
用
で
き
る
改

定
財
源
は
プ
ラ
ス
０
・
25
％
、

さ
ら
に
歯
科
へ
の
配
分
率
は
プ

ラ
ス
０
・
31
％
で
し
た
。
こ
れ

に
対
す
る
先
生
の
評
価
を
。

・
こ
こ
最
近
で
は
、
本
体
３
％

引
き
上
げ
は
大
き
い
の
で
少

し
ず
つ
で
も
上
げ
て
ほ
し
い

で
す
。

・
歯
科
の
診
療
分
配
率
が
プ
ラ

ス
０
・
31
％
で
は
、
改
定
と

は
言
え
な
い
と
思
う
。
現
状

維
持
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
物

価
や
人
件
費
の
上
昇
に
は
と

て
も
対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
。

・
歯
科
へ
の
配
分
率
が
も
う
少

し
多
け
れ
ば
嬉
し
か
っ
た
。

・
全
く
評
価
に
値
し
な
い
。

・
話
に
な
ら
な
い
。

・
少
な
い
。

・
ま
だ
、
足
り
な
い
と
思
う
。

・
医
院
側
と
し
て
は
、「
何
も

変
わ
ら
な
い
の
で
は
」
と
の

感
想
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

・
桁
が
、
一
桁
違
う
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
財
源
が
限
ら
れ
て

い
る
中
、
国
は
診
療
報
酬
を

根
本
的
に
変
え
る
こ
と
を
考

え
て
ほ
し
い
で
す
。

・
歯
科
で
使
用
す
る
歯
科
用
貴

金
属
の
価
格
高
騰
な
ど
が
、

全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

・
材
料
費
の
高
騰
に
追
い
つ
い

て
い
な
い
と
、
強
く
抗
議
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

・
昨
今
の
物
価
高
騰
を
考
え
る

と
、
実
質
的
に
は
マ
イ
ナ
ス

改
定
だ
と
思
い
ま
す
。

・
物
価
高
騰
に
釣
り
合
っ
て
い

な
い
し
、
金
属
が
値
上
が
り

し
て
い
る
た
め
歯
を
削
れ
ば

赤
字
。
金
属
を
な
く
し
て
は

ど
う
か
。

・
ま
だ
ま
だ
、
ち
ゃ
ん
と
評
価

で
き
る
上
げ
幅
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

・
政
府
は
、
改
定
率
が
伸
び
な

い
の
な
ら
税
金
の
控
除
を
多

く
す
る
な
ど
し
て
、
医
療
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
だ
。

控
除
対
象
外
消
費
税
な
ど
を

見
直
す
べ
き
だ
。

・
顧
問
の
税
理
士
さ
ん
に
２
０

２
５
年
分
を
概
算
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
増
収
減
益

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
増

収
分
は
コ
ス
ト
増
で
マ
イ
ナ

ス
で
し
た
。「
賃
金
ア
ッ
プ

云
々
」
と
い
う
世
界
と
は
違

う
世
界
で
す
。

・
こ
れ
で
は
、
歯
科
は
医
療
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

機
関
紙
２
０
２
６
年
1
月
号
に
つ

い
て
、
通
信
員
48
名
の
便
り
の
中

か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
157157157157

第35回日本有病者歯科医療学会総会・学術大会
テーマ「有病者歯科と健康長寿」

日付：３月６日（金）～８日（日）
会場：東京国際フォーラム（千代田区丸の内3-5-1）
形式：現地開催＋WEB開催（ハイブリッド形式）

開催概要・参加登録はコチラ▶

2026年度歯科診療報酬改定では、在宅医療の推進、摂食嚥下・口腔機
能管理の充実、多職種連携の実効性評価、医療安全と説明責任への対応
が、歯科診療所経営に直結する重要項目となることが見込まれています。
とくに東京都の開業歯科医師にとっては、高齢・有病者への対応力や訪
問歯科体制の構築が、今後の算定・届出・地域連携に大きく影響します。
本学術大会では、アルツハイマー病新薬時代における意思決定支援、

国民皆歯科健診の制度的意義、訪問歯科での摂食嚥下支援の実践、さら
に日本薬剤師会のバックアップによる医歯薬連携・ポリファーマシー対
策など、次期改定を見据えた実学を多角的に学ぶことができる大会です。
是非、ご参加ください。

第35回日本有病者歯科医療学会総会・学術大会
大会長　高山 史年

ご参加をお待ちしています！

　２２月16日から月16日から２０２５２０２５年分所得税確定申告の受け付けが始まります。今回の申告で注意年分所得税確定申告の受け付けが始まります。今回の申告で注意
すべき所得税改正点および留意点のうち、主なものは以下の通りです。すべき所得税改正点および留意点のうち、主なものは以下の通りです。
　なお、詳細は書籍「保険医の経営と税務　なお、詳細は書籍「保険医の経営と税務２０２６２０２６年版」に記載されております。会員の年版」に記載されております。会員の
先生に先生に１１冊無料で進呈します(冊無料で進呈します(４４面参照)面参照)。ご希望の方は右のQRよりお申し込みください。。ご希望の方は右のQRよりお申し込みください。

給与所得控除額

給与収入 改正前 改正後
（２０２５年）

162.5万円以下 55万円
65万円162.5万円超 180万円以下 収入金額×40%－10万円

180万円超 190万円以下
収入金額×30%＋8万円

190万円超 360万円以下 変更なし
360万円超 660万円以下 収入金額×20%＋44万円 変更なし
660万円超 850万円以下 収入金額×10%＋110万円 変更なし

850万円超 195万円（上限） 変更なし

控除される金額
特定親族の合計所得金額 収入が給与だけの場合の収入金額 控除額
58万円超　  85万円以下 123万円超　150万円以下 63万円
85万円超　  90万円以下 150万円超　155万円以下 61万円
90万円超　  95万円以下 155万円超　160万円以下 51万円
95万円超　100万円以下 160万円超　165万円以下 41万円
100万円超　105万円以下 165万円超　170万円以下 31万円
105万円超　110万円以下 170万円超　175万円以下 21万円
110万円超　115万円以下 175万円超　180万円以下 11万円
115万円超　120万円以下 180万円超　185万円以下 6万円
120万円超　123万円以下 185万円超　188万円以下 3万円

（１）基礎控除の変更
　基礎控除が改正され、合計所得金額が2,350万円以下である場合の控除額
が合計所得金額に応じて下記の通り変更となりました。改正前から10万円引
き上げられ58万円となり、所得金額が下がれば基礎控除額が逓増し、所得
金額が上がれば基礎控除額が逓減します。

（２）給与所得控除の改正
　給与所得控除額が改正され、最低保障額が65万円（改正前：55万円）に引
き上げられました。

（３）給与等の源泉徴収税額表の見直し

　上記(1)、(2)に伴い、源泉徴収税額表が見直されました。２０２５年１月１日以
後に支払うべき給与等について適用されて税額が変わりますので、新しい税
額表を使用してください。

（４）特定親族特別控除
　居住者が19歳以上23歳未満の一定の親族等（特定親族）を有する場合に
は、その親族等の合計所得金額に応じて最大63万円が控除されることとなり
ました。子等の合計所得金額が85万円（給与収入が150万円）以下の場合は
63万円の所得控除が適用され、それを超える場合は控除額が段階的に逓減
する仕組みです。

（５）扶養親族等の所得要件
　扶養控除等の対象となる扶養親族等の所得要件が58万円以下（改正前： 48
万円以下）に引き上げられました。

（６）賃上げ税制
　青色申告書を提出している事業者が一定の条件を満たした上で、前年より
給与等の支給額を1.5%以上増加させた場合、給与等増加額の15％から最大40
％を所得税額から控除することができます。税額控除額は、所得税額の20%
が上限となりますが、改正により、控除しきれない金額がある場合には、その
金額を５年間繰り越すことができることとされました。

（７）医療用機器の特別償却
　青色申告者が１台500万円以上の新品の医療用機器を取得した場合に、普通
償却に加えて取得価額の12％の特別償却ができる制度の適用期限が２年間延
長され、２０２７年３月31日まで適用されることとなりました。
対象となる資産は、以下に掲げる一定の機器に限定されています。
①歯科用ユニット、②炭酸ガスレーザ、③エルビウム・ヤグレーザ、④ネオジ
ミウム・ヤグレーザ、⑤ネオジミウム・ヤグ倍周波数レーザ、⑥デジタル式歯
科用パノラマX線診断装置、⑦デジタル式歯科用パノラマ・断層撮影X線診断
装置、⑧チェアサイド型歯科用コンピュータ支援設計・製造ユニット、⑨デジ
タル印象採得装置、⑩アーム型X線CT診断装置、⑪歯科技工室設置型コン
ピュータ支援設計・製造ユニット
　なお、今回の改正で２０２５年４月１日以後に取得した歯科用オプション追加
型ユニットが対象から除外されました。

（８）その他の留意点
① 金属売却収入
　歯科金属や金歯・撤去冠などの歯科スクラップを金属業者へ売却した場合、
忘れないよう雑収入に計上してください。
② 国等から補助金等が支給された場合の取り扱い
　下記の補助金等は事業所得の雑収入となります（消費税は対象外）。
・東京都医療機関等物価高騰緊急対策支援金等、自治体による物価高騰対
策補助金、生産性向上・職場環境整備等支援事業補助金等
・オンライン資格確認に必要な機器の導入に係る補助金
※収入計上時期は支給決定時です。ただし、経費を補填するために交付を受
ける助成金等については、その支出が発生した年分の収入とされます。

　また、補助金等により固定資産を取得した場合には、国庫補助金等の総収
入金額不算入制度（いわゆる圧縮記帳）を適用することにより課税の繰り延べ
をすることができます。

（９）２０２６（令和８）年度税制改正大綱
①103万円の壁
　給与所得者のいわゆる103万円の壁について、低所得層の税負担を軽減する
ため２０２５年については課税最低限が160万円まで引き上げられましたが、２０
２６年には178万円まで引き上げられる見込みです。

②少額減価償却資産の必要経費算入制度
　青色申告書を提出している事業者が購入金額30万円未満の資産を取得した
場合、全額が必要経費となる制度について、２０２６年４月１日以降の取得につい
てはその基準が40万円未満に改正される見込みです。

基礎控除の改正
合計所得金額 改正前 2025年

132万円以下

48万円

95万円
132万円超　   336万円以下 88万円
336万円超　   489万円以下 68万円
489万円超　   655万円以下 63万円
655万円超　2,350万円以下 58万円
2,350万円超　2,400万円以下 48万円
2,400万円超　2,450万円以下 32万円
2,450万円超　2,500万円以下 16万円

2,500万円超 0円（適用なし）

増

減

２０２５年分確定申告のポイント（（税理士法人税制経営研究所）税理士法人税制経営研究所）

書籍のご希望は
こちらから

（ 7） 第６７１号 ２０２６年（令和８年）２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



か
つ
て
騒
が
れ
た
「
２
０
２

５
年
問
題
」
の
年
が
終
わ
り
、

新
し
い
年
が
明
け
た
。
'47
年
以

降
の
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に

生
ま
れ
た
団
塊
の
世
代
全
て

が
、
75
歳
以
上
の
「
後
期
高
齢

者
」
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

私
は
'91
年
に
歯
科
医
師
免
許

を
取
得
し
て
い
る
。
そ
の
直
後

の
'95
年
か
ら
'25
年
ま
で
の
30
年

間
で
、
我
が
国
の
生
産
年
齢
人

口
は
約
１
千
500
万
人
が
減
少

し
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
生
産

年
齢
人
口
は
減
少
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
本
格

的
に
医
療
・
介
護
費
用
が
急
増

し
、
医
療
・
介
護
現
場
の
人
手

不
足
が
深
刻
化
し
て
く
る
こ
と

は
目
に
見
え
て
お
り
、
現
役
世

代
の
負
担
は
さ
ら
に
増
大
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
も
、
最
近
は
そ
こ
に
円

安
や
物
価
高
騰
の
波
が
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
押
し
寄
せ

て
い
る
。
通
常
、
物
価
上
昇
は

景
気
が
良
い
時
に
起
き
る
も
の

で
あ
る
が
、
今
の
日
本
は
景
気

の
停
滞
と
物
価
の
上
昇
が
同
時

に
起
こ
る
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
の
状
態
で
あ
る
。
賃
金

が
上
が
ら
な
い
ま
ま
、
物
価
や

金
利
だ
け
が
上
昇
す
る
こ
と

で
、
極
め
て
厳
し
い
経
済
状
況

に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
。
我
々

は
そ
う
い
っ
た
中
で
、
医
院
の

ス
タ
ッ
フ
を
守
る
た
め
に
べ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
や
さ
ま
ざ
ま

な
助
成
金
を
利
用
し
て
、
ど
う

に
か
賃
上
げ
を
行
っ
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
そ
こ
に
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
が
ら
み
の
改
修
を

迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
発

足
間
も
な
い
高
市
内
閣
の
政
策

に
期
待
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
ハ
ッ
キ
リ

と
し
た
動
き
は
ま
だ
な
い
。

医
療
機
関
向
け
総
合
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
か
ら
厚
生
労
働
省
か

ら
の
お
知
ら
せ
と
し
て
、「
医

療
費
助
成
（
い
わ
ゆ
る
公
費
）

の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
係

る
改
修
の
予
算
上
限
到
達
に
伴

う
申
請
受
付
の
終
了
に
つ
い

て
」
と
い
う
内
容
の
メ
ー
ル

が
、
昨
年
の
年
の
瀬
も
迫
っ
た

12
月
22
日
、
私
あ
て
に
突
然
届

い
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通

り
だ
。

元
々
、
申
請
期
限
は
１
月
15

日
ま
で
で
あ
っ
た
も
の
だ
が
、

受
付
終
了
日
の
わ
ず
か
２
日
前

の
メ
ー
ル
連
絡
で
あ
る
。
厳
し

い
経
済
状
況
の
中
、
分
か
り
づ

ら
く
、
コ
ス
ト
も
か
か
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
部
分
の
改
修
を
迫
ら

れ
て
い
る
我
々
医
療
機
関
の
心

情
も
少
し
は
考
え
て
ほ
し
い
。

本橋 昌宏
（副会長／荒川区）

  最近の

  歯科の取り巻きについて思うこと

本
助
成
金
の
う
ち
「
医
療
費

助
成
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
係
る
改
修
」
に
つ
い
て
は
、

申
請
金
額
の
合
計
が
予
算
上
限

へ
の
到
達
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
12
月
24
日
（
水
）
午
前
中

を
目
途
に
申
請
受
付
を
終
了
い

た
し
ま
す
。
現
在
、
令
和
７
年

度
補
正
予
算
を
活
用
し
た
今
後

の
助
成
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

調
整
中
と
な
り
ま
す
の
で
、
今

年
度
の
助
成
金
の
申
請
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
医
療
機
関
・
薬

局
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
大
変
恐
れ
入
り
ま
す
が
、

今
後
の
助
成
事
業
の
ご
案
内
を

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ホ
保
険
証
読
み
取
り
機
能
を
標
準
搭
載

２
０
２
５
年
12
月
18
日
に
開

催
さ
れ
た
社
会
保
障
審
議
会
医

療
保
険
部
会
に
お
い
て
、
次
世

代
の
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
（
以
下
、
顔
認
証
Ｃ
Ｒ
）

の
仕
様
が
公
表
さ
れ
た
。
21
年

か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る
現
行
の

顔
認
証
Ｃ
Ｒ
の
保
守
期
限
（
通

常
、
販
売
か
ら
５
年
間
）
が
26

年
３
月
末
か
ら
順
次
到
来
す
る

こ
と
を
受
け
、
今
年
度
中
に
販

売
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み
。
販

売
予
定
の
メ
ー
カ
ー

は
、
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ
ク

ト
、
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

の
３
社
で
、
導
入
に
あ

た
っ
て
は
費
用
の
補
助

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

資
料
に
よ
る
と
、
現

行
機
種
と
の
最
大
の
違

い
は
、
本
体
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
さ
れ

た
マ
イ
ナ
保
険
証
（
以

下
、
ス
マ
ホ
保
険
証
）

の
読
み
取
り
機
能
が
標

準
搭
載
さ
れ
る
点
と
い

え
る
。
ま
た
、
各
社
独

自
の
機
能
と
し
て
①
テ

ン
キ
ー
に
よ
る
操
作（
本

体
付
属
ま
た
は
オ
プ
シ

ョ
ン
）、
②
音
声
案
内
機

能
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

◆
低
調
な
ス
マ
ホ
保
険
証

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
製
以
外
の

現
行
機
種
で
は
、
ス
マ
ホ

保
険
証
の
読
み
取
り
に
別

途
「
汎
用
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
（
汎
用
Ｃ
Ｒ
）」
が
必

要
だ
が
、
次
世
代
機
を
導

入
す
れ
ば
本
体
だ
け
で
対

応
可
能
に
な
る
。

た
だ
し
、
ス
マ
ホ
保
険
証
の

読
み
取
り
に
対
応
し
て
い
る
都

内
の
歯
科
医
療
機
関
は
、
本
年

１
月
19
日
時
点
で
３
千
530
件

（
約
34
・
１
％
）
と
低
調
だ
。

利
用
者
へ
の
普
及
も
途
上
に
あ

る
。
松
本
尚
デ
ジ
タ
ル
大
臣
の

記
者
会
見
（
１
月
６
日
）
に
よ

れ
ば
、
25
年
12
月
末
時
点
の
マ

イ
ナ
保
険
証
登
録
数
９
千
万
件

に
対
し
、
ス
マ
ホ
保
険
証
の
登

録
は
約
500
万
件
（
約
５･

６

％
）
に
留
ま
っ
て
い
る
。

◆
混
乱
の
な
い
丁
寧
な
対
応
を

ス
マ
ホ
保
険
証
の
導
入
当

初
、
顔
認
証
Ｃ
Ｒ
の
機
種
に
よ

っ
て
汎
用
Ｃ
Ｒ
の
追
加
購
入
の

要
否
が
分
か
れ
、
現
場
に
は
困

惑
と
不
公
平
感
が
広
が
っ

た
。
次
世
代
機
へ
の
移
行
の
際

は
、
同
様
の
混
乱
が
生
じ
な
い

よ
う
、
丁
寧
な
情
報
提
供
と
支

援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
協
会
と

し
て
は
、
今
後
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
現
場
の
実
情
に
即
し

た
要
望
を
国
や
行
政
に
行
っ
て

い
く
。

次期顔認証付きカードリーダーについて

• 現行の顔認証付きカードリーダーの保守期限到来（令和８年３月末から順次）に向けて次の規格の顔認証付きカードリー
ダーの仕様を令和７年２月に公表し、メーカーを公募。 社から申請があり現在開発中、令和８年度から順次発売開始予定。

• マイナ保険証の利用環境の維持・利便性向上のため、次期顔認証付きカードリーダーを導入する医療機関・薬局に対し、令
和７年度補正予算により一部費用の補助を実施（補助率は1/2の予定）。

7（参考）令和７年度補正予算により、次期顔認証付きカードリーダーの導入だけでなく、資格確認端末の買い替えについても一部補助（補助率1/3予定）を実施。

次期顔認証付きカードリーダーの特徴について

※1 富士通Japan社製顔認証付きカードリーダー（Caora）の後継機種として発売予定
※2 顔認証付きカードリーダーの設定のために別途、モニター等が必要。
※3 オプションでの販売を予定。

メーカー キヤノンマーケティングジャパン パナソニックコネクト リコージャパン ※1

商品イメージ 検討中

ハード・性能における特徴
（共通） • 本体のみでスマートフォンの読取に対応（外付けの汎用カードリーダーが不要）

検討中
ハード・性能における特徴

（独自）

• 軽量でコンパクトなサイズ
• 取り外し可能による多様な操作性
• テンキー一体化構造により、テンキー操作
が可能（外付けのテンキーが不要）

• 本体およびテンキーへのスピーカーの内蔵
による音声案内

• 資格確認端末を内蔵（Windows PC）※2

• 本体とレセコン間の接続はLAN接続となり
設置自由度が向上

• 専用の外付けテンキーにより操作が可能 ※3

• スピーカーの内蔵による音声案内

第208回社会保障審議会医療保険部会（２０２５年12月18日）資料より

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
は
１
月
24
日
、
25

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
第
52
回

定
期
大
会
を
開
催
し
、
２
０
２

５
〜
26
年
度
活
動
方
針
や
予

算
、
次
期
保
団
連
役
員
の
選
任

が
承
認
さ
れ
た
。
全
国
の
協
会

・
医
会
か
ら
大
会
代
表
、
事
務

局
ら
総
勢
332
人
が
参
加
し
た
。

１
日
目
は
副
会
長
を
除
く
次

期
保
団
連
役
員
が
選
任
さ

れ
、
当
協
会
か
ら
は
保
団
連
理

事
と
し
て
呉
橋
美
紀
・
矢
野
正

明
各
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。
会

長
は
信
任
投
票
で
竹
田
智
雄
氏

が
信
任
さ
れ
た
。
役
員
選
任
の

際
に
、
保
団
連
副
会
長
の
定
員

を
９
名
か
ら
10
名
に
増
員
す
る

こ
と
を
求
め
る
動
議
が
出
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
２
日
目
に

10
名
の
保
団
連
副
会
長
が
選
任

さ
れ
、
当
協
会
理
事
か
ら
は
森

関ブロ・大会代表交流会
各協会が活動を報告

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
大
会

代
表
交
流
会
を
第
52
回
保
団

連
定
期
大
会
の
１
日
目
（
１

月
24
日
）
の
終
了
後
に
開
催

し
た
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
９

協
会
の
保
団
連
理
事
（
新
任

理
事
、
退
任
理
事
を
含
む
）

と
各
協
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

大
会
代
表
ほ
か
、
事
務
局
の

計
64
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
千
葉

県
保
険
医
協
会
の
岡
野
久
会

長
が
６
年
ぶ
り
と
な
っ
た
同

交
流
会
の
開
催
を
祝
い
、
そ

の
後
、
山
梨
県
保
険
医
協
会

の
長
田
高
典
会
長
が
乾
杯
の

音
頭
を
取
っ
た
。
そ
の
後
、

協
会
ご
と
に
参
加
者
が
壇
上

に
上
が
り
、
各
協
会
の
活
動

報
告
や
自
己
紹
介
な
ど
を
行

い
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
交

流
を
深
め
た
。
閉
会
の
挨
拶

は
栃
木
県
保
険
医
協
会
の
長

尾
月
夫
会
長
が
務
め
、
最
後

に
記
念
撮
影
を
行
い
締
め
く

く
っ
た
。

第第
5252
回
保
団
連
定
期
大
会

回
保
団
連
定
期
大
会

協
会
か
ら
発
言
通
告
９
本
を
提
出

元
主
税
氏
（
現
職
）
が
副
会
長

に
再
任
さ
れ
た
。

発
言
は
事
前
発
言
通
告
が
162

件
、
フ
ロ
ア
発
言
が
62
件
の
計

224
件
が
行
わ
れ
た
。
当
協
会
か

ら
は
早
坂
美
都
会
長
が
共
済
制

度
の
保
険
会
社
の
幹
事
交
代
に

関
し
て
「
幹
事
交
代
は
慎
重
に

検
討
す
べ
き
」
と
題
し
、
口
頭

発
言
を
行
い
、
幹
事
交
代
時
の

莫
大
な
コ
ス
ト
や
募
集
体
制
の

維
持
が
困
難
な
点
な
ど
の
多
数

の
問
題
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
執
行
部
か
ら
は
、
今
ま

で
の
経
緯
が
説
明
さ
れ
た
。
そ

の
ほ
か
、「
介
護
保
険
利
用
者

の
一
部
負
担
割
合
引
き
上
げ
に

全
国
で
反
対
し
よ
う
」「
保
団

連
と
し
て
歯
科
会
員
の
実
態
調

査
を
希
望
す
る
」「
ト
ラ
ブ
ル

が
解
決
す
る
ま
で
は
、
健
康
保

険
証
の
復
活
を
」「
個
別
指
導

・
新
規
個
別
指
導
に
お
け
る
提

出
文
書
の
事
務
負
担
軽
減
を
求

め
る
」「
中
小
・
歯
科
医
療
機

関
向
け
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
研
修
動
画
の
整
備
を
要
望
す

る
」「
医
療
機
関
の
経
営
を
守

る
た
め
、
次
期
改
定
で
診
療
報

酬
の
抜
本
的
引
き
上
げ
を
求

め
、
共
に
頑
張
ろ
う
!!
」「
医

療
Ｄ
Ｘ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
あ
て

た
『
歯
科
医
療
改
革
提
言
』
の

作
成
を
」「
２
０
２
６
年
度
診

療
報
酬
改
定
に
お
け
る
歯
科
診

療
報
酬
と
構
造
的
課
題
」
と
題

し
た
８
本
を
文
書
発
言
し

た
。
鳥
取
県
保
険
医
協
会
か
ら

は
「
賃
上
げ
・
経
営
努
力
と
矛

盾
す
る
高
点
数
理
由
の
指
導
は

中
止
を
」
と
い
っ
た
行
政
の
不

合
理
是
正
を
強
く
求
め
る
発
言

が
多
く
上
が
っ
た
。

執
行
部
か
ら
は
当
協
会
を
含

む
各
協
会
の
発
言
通
告
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
活
動
・
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
答
弁
で
示
さ
れ

た
。引

き
続
き
、
当
協
会
と
し
て

も
保
団
連
お
よ
び
全
国
の
各
協

会
・
医
会
と
連
携
し
、
歯
科
医

療
お
よ
び
社
会
保
障
の
改
善
を

行
う
べ
く
活
動
し
て
い
き
た

い
。最

後
に
「
国
民
皆
保
険
制
度

を
維
持
し
、
い
の
ち
と
暮
ら

し
、
平
和
を
守
る
政
治
の
転
換

を
求
め
る
」
と
題
し
、
診
療
報

酬
の
10
％
以
上
の
引
き
上
げ
を

継
続
し
て
求
め
る
な
ど
の
主
旨

が
盛
り
込
ま
れ
た
決
議
案
が
採

択
さ
れ
、
大
会
は
終
了
し
た
。

加藤 開 副会長 早坂 美都 会長 森元 主税 理事

次
世
代
型
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

（８）第６７１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２６年（令和８年）２月１日 （第三種郵便物認可）
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